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Ceftazidimeの 基礎的 ・臨床的検討

塚 本 泰 司 ・酒 井 茂 ・長谷川昌子 ・熊 本 悦 明

札幌医科大学泌尿器科学教室

Geftazidime(CAZ, SN401)の 基礎 的 ・臨 床 的 検 討 を行 ない,以 下の 結 論 を 得 た 。

1)抗 菌 力:Escherichia coli25株 で は,106colls/ml接 種 に お い て1.56μg/mlに56%,106

cells/ml接 種 にお い て0.78μg/mlに76%が 分 布 し,そ れ ぞれ1峰 性 の パ タ ー ンを認 め た。

Proteus mirabilis 25株 で は,0,39μg/mlに ピー クを示 し,108cells/ml接 種 に お いて3.13μg/

ml以 下,106cells/ml接 種に お い て0.78μg/ml以 下 にす ぺ ての 株 が 分 布 した 。

Indole(+)Proteus 25株 で は,108cells/ml接 種 に お い て0.1μg/ml～100μg/mlま で 広 く分

布 したが,1.56μg/ml以 下 に84%が 分 布 した 。106cells/ml接 種 に お い て も同様 の パ ター ンであ

り,0.78μg/ml以 下に88%が 分 布 した 。

Klebsiella pneumoniae25株 で は,1.56μg/ml以 下 にす ぺ ての 株 が 分 布 し,そ の ピー クは106

cells/ml接 種 に お い て0.78μg/ml,106cells/ml接 種 に お い て0.2μg/mlで あ った。

Serratia marcescens25株 で は,108cells/ml接 種に お い て0.2μ5/mlと0.78μg/mlに ピー

クを有 す る2峰 性 の分 布 が 認 あ られ た が,す ぺ て3.13μg/ml以 下 に分 布 した 。146cells/ml接 種に

お い て も2峰 性 の分 布 を示 し,そ の ピー クは0.1μg/ml,0.78μg/mlに あ り,す べ て1.56μg/ml

以下 に分 布 した 。

Pseudomvnas aeruginosa 25株 で は,106 cells/mlお よび106cells/ml接 種 にお い てそれ ぞれ

12.5μg/ml以 下,6.25μg/ml以 下 に す べ て の株 が 分 布 した 。 ま た,そ れ らの ピー クは3.13μg/ml,

1.56μg/mlで あ った 。

Enterobactor spp.25株 で は,108cells/ml, 106cells/ml接 種 とも そ れ ぞ れ1.56μg/ml～200

μg/ml,0.2μg/ml～100μg/mlの 広 い 分 布 が 認 め られ た 。

他 の 薬 剤 との比 較 で は,p.aeruginosaお よびS.marcescensに 対 し,108cells/ml, 106cells/

ml接 種 の 場合 ともCAZは,GMお よび そ の他 のcephem系 薬 剤 の 抗 菌 力 を上 回 った 。

E.coli, P. mirabilis, Indole(+). Proteusお よ びK.pneumeniaeで は,CAZの 抗菌 力は

Gentamicin, Latamoxef, Ceftriaxoneと ほ ぼ 同程 度 で あ り,Cefogerazone, Cefotiamを 上 回る

と思 わ れ た 。

2)臨 床 的 検 討:複 雑 性尿 路 感染 症17例,術 創 感 染1例 にCAZの 点 滴 静 注を 行 な った。 前 者

で は 著 効3例,有 効13例,無 効1例 で,有 効 率 は94.1%で あ った 。 ま た,後 者 の1例 も主 治医

判 定 に よ り有 効 とされ た 。

副 作 用 は,CAZが 投 与 された18例 全 例 に お い て認 め られ ず,本 剤 に 起 因す る と思 われ る臨 床検

査 値 異 常 もなか った 。

Ceftazidime(CAZ,SN401)は,英 国Glaxo社 で 開 発

され た非 経 口合 成cephalosporin系 抗 生 剤 で あ る(Fig.

1)。 そ の特 微 は,グ ラム陰 性 桿 菌 に対 す る優 れ た 抗 菌 力

を 有 す る こ とで あ る が,特 にPseudomonasaeruginosa,

Fig. 1 Chemical structure of CAZ

Serratia marcescensに 対 す るそ れ が注 目されている。

今 回,わ れ わ れ は本 薬 剤 の抗 菌 力 と臨床 効果について

検 討 を加 えた の で そ の結 果 を報 告 す る。

I.抗 菌 力

1.対 象 お よび 方 法

尿 路 感 染症 を有 す る 患 者 尿 よ り分 離 した 当教室保存株

に 対 す る 抗菌 力 を測 定 した 。測 定 を 行な った菌種および

菌 株 数 は,Escherichia coli25株.Proteus mirabilis

25株,Indole(+)Proteus spp. 25株.Klebsiella
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pneumoniae
25株, Serratia marcescens  25株, Pseu-

domonas  aerugsnosa  25株,  Entirobacter spp.25株

であった。最小発育阻止濃度 (MIC)は.化 学療法学会

標準法に従って測定 した1)。 な お, 同時 にCeftriaxflne

(CTRX), Cefoperazone (CPZ), Gentamicin  (GM),

Cefotiam  (CTM),  Latamoxef  (LMOX)のMICを 測

定し, CAZと 比 較 した 。

P.aeruginosa に関しては, 上述の P.aeruginosa と

は別の25株 (当教室保存の尿路感染症を有する患者尿

より得た株) に対する CAZのMIC をGM,Cefsulodin

(CFS) のそれと比較検討した。

2.結 果

E.soliで は, 108cells/ml 接種において14株(56%)

が1.56μg/ml に分布する1峰 性のパターンを認めた。

残りの5株(20%) が それ ぞれ0.7μg/mt,3.13μg/ml

に分布 し,1株(4%)の み が&25μg/mlに 分 布 した 。

106cclls/ml接 種 に おい て も同 様の 分 布 パ タ ー ンで あ っ

たが}ピ ークは0.78μg/mlに あ り19株(76%)の 分

布を認めた。残 り5株(20%)は1.56μg/mlに,1株

(4%)は3.13μg/mlに 分 布 した(Fig.2)。

P.mirabilisで は, 接種菌量にかかわ らず0.39μg/ml

に ピー クを有す る1峰 性 の分 布 パ タ ー ンを認 めた 。 す な

わち,108cells/ml接 種 にお い て は0.39μg/mlに19株

(76%),0.78μg/mlに4株(16%),3.13μg/mlに2株

(8%)の 分布が あ った。 一 方,lagcells/ml接 種 で は,

0.2μg/mlに9株(36%),0.39μg/mlに14株(56%),

0.78μg/mlに2株(8%)の 分 布 が あ った(Fig.3)。

Indole(+)Proteusで は,≦0.025μg/ml～100μg/

mlま でに広 く分布 してい たが,1.56μg/ml以 下 に108

cells/ml接 種に おい て21株(84%) ,105cells/mm接 種

において22株(88%)が 分 布 し,3.13μg/ml以 上 に そ

れぞれ4株(16%),3株(12%)の み が 分 布 して いた

(Fig.4)o

K.Pneumoniae で は,108cells/mlお よ び106cells/ml

接種において25株 す べて が1.56μg/ml以 下 のMIC

を示し,そ の ピー クは それ ぞれ0.78μg/ml,0.2μg/ml

にあった(Fig.5)。

S.marcescens では,108cells/ml接 種 に お い て02

μg/ml以下に19株(76%)が 分布し,残 り6株(24%)

はすべて3.13μg/ml以 下 に 分 布 した 。 一 方 ,106cells/

ml接 種におい て も106cells/ml接 種 と同様 に 大 部 分 は

0.39μg/ml以 下 に分 布 し(20株 ,80%),残 り5株 もす

べて1.56μg/ml以 下 に分 布 した(Fig .6)。

P.aeruginosyで は,108cells/ml,106cells/ml接 種

ともほぼ同様の分 布 パ タ ー ンを示 した 。 前 者 で は3.13

μg/mlに ピー クを 有 し,25株 す べ てが12.5μg/ml以

下 に分 布 して い た 。 一 方,後 者 で は1,56μg/mlに ピー

クを有 し,25株 す べ てが6.25μg/ml以 下 の分 布 を 示 し

た(Fig.7)。

EnterobactersPP.で は 、108celk/ml,106Sella/ml

接 種 と も広 いMIC分 布 を示 した 。 前 者 で は1.56μg/ml

～200μg/mlの 分 布 で あ り,ピ ー クは1.56μg/mlに あ

Fig. 2 Antibacterial activity of CAZ against
clinically isolated E. coil (25 strains)

Fig. 3 Antibacterial activity of CAZ against cli-
nically isolated P. mirabilis (25 strains)

Fig. 4 Antibacterial activity of CAZ against

clinically isolated Indole (+) Proteus

spp. (25 strains)
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Fig. 5 Antibacterial activity of CAZ against
clinically isolated K. pneumoniae (25
strains)

Fig. 6 Antibacterial activity of CAZ against cli-
nically isolated S. marcescens (25 strains)

Fig. 7 Antibacterial activity of CAZ against cli
nically isolated P. aeruginosa (25 strains)

った 。 後 者 で は0.2μg/ml～100μg/mlに 分 布 し,そ の

ピー クは0.2μg/mlで あ った(Fig.8)。

以 上 の 各 細菌 の感 受 性 分 布 を 累積 感 受 性 率 で示 し,さ

らに 他 の抗 生 剤CTRX,CPZ,GM,CTM,LMOXの

それ と比 較 した(Fig.9～22)。

E.coliで は,108cells/ml,1060ells/ml接 種 と も

Fig. 8 Antibacterial activity of CAZ against
clinically isolated Enterobacter app. (25
strains)

Fig. 9 Antibacterial activity of CAZ and other
agents against E. coli (25 strains)

Fig. 10 Antibacterial activity of CAZ and other
agents against E. coli (25 strains)

MIC(μg/ml)

CAZはGMと ほぼ同様の抗菌力であったが, CTRX
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Fig. 11 Antibacterial activity of CAZ and other
agents against P. mirabilis (25 strains)

Inoeulum size l08cells/ml

MIC(μg/ml)

Fig.12 Antibacterial activity of CAZ and other
agents against P. mirabilis (25 strains)

Inoculum size 106cells/ml

MIC(μg/ml)

Fig.13 Antibacterial activity of CAZ and other
agents against Indole (+) Proteus spp.

(25 strains)

Inoculum size 108cells/ml

MIC(μg/ml)

Fig. 14 Antibacterial activity of CAZ and other
agents against Indole (+) Proteus spp,

(25 strains)

Inoculum size 106cells/ml

MIC(μg/ml)

Fig. 15 Antibacterial activity of CAZ and other
agents against K. pneumoniae (25 stra-
ins)

Inoculum size 108cells/ml

MIC(μg/ml)

LMOXよ りや や 劣 っ て いた(Fig.9,10)。

P. mirabilisで は,108cells/ml接 種 に お い てCAZ

はCTRX,LMOXと ほ ぼ 同様 の抗 菌 力を 示 し,CPZ,

GM,CTMよ りや や 優 れ て いた(Fig.11)。 一 方,106

cells/ml接 種 で はCAZはCTRX,GM,LMOXと 類

似 の抗 菌 力を 示 したが,CPZ,CTMよ りも優 れ た 抗 菌

力 で あ った(Fig.12)。

Indole(+)Proteusで は,108cells/ml接 種 に お い て

CAZはLMOXとGMの 中 間 の 抗菌 力 を示 す と考 え ら

れ た が,LMOXと 比 較 す る と0.2μg/ml以 下 に 分 布

す る割 合 はCAZの 方が 多 か った 。 ま た,CAZはCTRX,

CPZ,CTMよ りも優 れ て い た(Fig.13)。106cells/ml

接 種 で は,CTMを 除 けばCAZ,CTRX,CPZ,GM,
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Fig. 16 Antibacterial activity of CAZ and other

agents against K. pneumoniae (25 stra-

ins)

Fig. 17 Antibacterial activity of CAZ and other
agents against S. marcescens (25 strains)

Fig. 18 Antibacterial activity of CAZ and other

agents against S. marcescens (25 strains)

Fig. 19 Antibacterial activity of CAZ and other
agents against P. aeruginosa (25 stra-
ins)

Fig. 20 Antibacterial activity of CAZ and other

agents against P. aeruginosa (25 strains)

Fig. 21 Antibacterial activity of CAZ and other

agents against Enterobacter spp. (25

strains)
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Fig. 22 Antibacterial activity of CAZ and other
agents against Enterobacter spp. (25
strains)

Inoculum size 106cells/ml

MIC(μg/ml)

Fig. 23 Antibacterial activity of CAZ, GM and
CFS against P. aeruginosa (25 strains)

Inoculum size
108 cells/ml

LMOXと も良好 な 抗菌 力を 示 した(Fig .14)。

K.pneumoniaeで は,108cells/ml接 種 に お い てCAZ

はGM,LMOX,CTRXと 同様 の抗 菌 力 が 認 め られ た

が,CTRXは 耐 性菌 の 割 合 が 多か った 。CTMは これ ら

と比較す ると,や や抗 菌 力が 劣 った 。 ま た,CPZで は 高

度耐性菌の割合 が 多か った(Fig.15)。106cells/ml接 種

ではCPZを 除 けばCAZ,CTRX,GM,CTM,LMOX

の抗菌 力は,ほ ぼ 同様 で あ っ た(Fig.16)。

Fig. 24 Antibacterial activity of CAZ, GM and
CFS against P. aeruginosa (25 strains)

Inoculum size
106cells/ml

S. marcescensで は,108cells/ml接 種 に お い てCAZ

は他 の 抗 生 剤 よ り明 らか に 優 れた 抗 菌 力を 示 した(Fig.

17)。 また,10ecells/ml接 種 に おい て もCAZの 抗 菌 力

は,他 の 抗 生剤 を上 回 って い た(Fig.18)。

P. aeruginosaで は,108cells/ml,106cells/ml接 種

に お い てCAZはGMの 抗 菌 力を 上 回 り,以 下CPZ,

LMOX,CTRXの 順 に 抗 菌 力が 劣 りCTMに 対 し ては

す べ て の 株 が 高度 耐 性 を 示 した(Fig.19,20)。

Enterobacter spp.で は,108cells/ml,106cells/ml

接 種 と もGM,LMOXよ りや や 劣 る抗 菌 力 で あ った が,

CTRX,CPZ,CTMよ りは優 れ た 抗 菌 力 を示 して い た

(Fig.21,22)。

さ らに,P. aeruginosaの み前 述 した 株 以 外の25株

(当 教 室 保存 の尿 路 感 染 症 を有 す る患 者 尿 よ り得 た 株)で

CAZ,GM,CFSに 対す る感 受 性 分 布,累 積 感 受 性 率 を

検 討 して み る と,108cells/ml,106cells/ml接 種 の いず

れ の 場合 もGMと ほ ぼ 同様 で,CFSよ りや や 優 れ た 抗

菌 力 を 示 した(Fig.23,24)。

II.臨 床 的 検 討

1.対 象 お よび 方 法

慢 性 複 雑 性尿 路 感 染 症17例 にCAZ1日1.0～4.0g

を2～3回 に分 け て 生 理 食 塩液250mlに 溶 解 後,点 滴

静 注 投与 し,そ の 臨 床 効 果 を検 討 した 。 臨 床効 果 の 判 定

はUTI薬 効 評 価 基 準(第 二版)に 従 っ て 行 な った2)。

10日 間投 与 した 症 例5,6,7,10,11,13,14お よび
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Table 2 Narall clinical efficacy of CAZ in complicated UTI

Table 3 Overall clinical efficacy of CAZ classified by type of infection

Table 4 Bacteriological response d _CAZ
in complicated UTI

*Regardless of bacterial count

16に ついても,効 果の判定は5日 間投与終了時に行な

った。さらに術創感染を認めた1例 に対 しても本剤1日

3.0gを3回 に分けて生理食塩液250mlに 溶解後,点

滴静注投与したが,こ の判定は主治医判定によった。

副作用に関しては18例 において,自 他覚症状,所 見,

ざらに症例12を 除く全例にCAZ投 与前後の一般検血,

血液生化学検査を施行し,異 常の有無を検討した。

2.結 果

Table1にCAZを 投与した慢性複雑性尿路感染症17

例,術 創感 染 症1例 の詳 細 を 示 した 。 総合 臨 床 効 果 は慢

性 複 雑 性 尿路 感 染 症 で は,著 効3例(17.6%),有 効13

例(76.5%),無 効1例(5.9%)で 有 効 率 は94.1%で

あ った(Table2)。 術 創 感 染症 の1例 で は,起 因 菌 の 消

失 が 投 与 後13日 目に 認 め られ,臨 床 的 に有 効 と判 定 さ

れ た 。

疾 患 病 態 群別 の検 討 で は,カ テ ーテ ル 留 置 症 例(1st

group)で の有 効 率 は100%で あ り,そ の他 の上 部 尿 路

感 染 症(3rd group)で は1例 無 効例 を 認 め たが83.3%

の 有 効 率 で あ った 。 そ の 他 の下 部 尿 路 感 染 症(4th gro-

up)で は有 効 率 が100%で あ った(Table3)。

一 方 ,起 因 菌 で はP. aeruginosaが6株,E. coli,

S. marcescens各2株,P. vulgaris, K. oxytoca各1

株,E. aerogenes2株,Streptoceccus-D 3株 が 分 離

され た。 これ らに対 す る細 菌 学 的 効 果 を検 討 し て み る

と,存 続 した の はP. aeruginosaの3例 の み で,消 失 率

は82.4%で あ った(Table4)。 な お,術 創 感 染 症 の1

例 もP. aeruginosaが 分 離 され た が,こ れ もCAZ投 与

13日 目に消 失 した 。

3.副 作 用

CAZ投 与 に よる と思 われ る 自他 覚 症 状 の 出現 は18例
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Fig. 25 Hematological findings before and after CAZ administration

*Lower limit of normal value

Fig. 26 Liver function before and after CAZ aministration

*Upper limit of normal value

Fig. 27 Renal function before and after CAZ

administration

*Upper limit of normal value

皆無であった。CAZ投 与前後の検査所見の変化をFig.

25～27に 示 した。一般検血で投与5日 後にRBC,Hb,

Htの 低下を認めた症例(症 例9)が あったが,こ れは

膀胱腫瘍よりの出血のためで本剤とは無関係であった。

また,肝 機能検査においてGOT,GPTの 正常値を上

回る上昇を認めた例が3例(症 例9,15お よび18)あ

ったが,本 剤投与前にも1～2回 異常値を示していたこ

とがあ り,本 剤との直接的な関係はないもの と思われ

た。また,1例(症 例1)にA1-Pの 正常値を超える上

昇を認めたが,広 範な骨転移を有する前立腺癌症例であ

り,こ の上昇は骨転移によるものと思われた。

腎機能検査ではいずれの例においても本剤によると思

われる異常はなく,24時 間 クレアチニンクリアランスが

35l/day前 後の中等度腎障害を有していた例(症 例6)

においても投与後の悪化は認められなかった(1.0g/day

投与)。
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III.考 察

1.抗 菌 力

CAZの 特徴が グラム陰 性 桿 菌,特 にS. marcescens,

P. aeruginosaに 対す る優 れ た抗 菌 力 に あ る こ とは 既 述

したが,わ れわれの検 討か らも この点 は 充 分 に首 肯 し得

る。

すなわち,S. marcescexsで は108cells/ml接 種 の場

合,全 株が3.13μg/ml以 下 で発 育が 阻 止 され,ま た,106

cells/ml接 種では さ らに全 株が1.56μg/ml以 下 で発 育

が阻止されてい る。MIC50で 検 討 して も108cells/ml接

種ではCAZの 場 合,0.2μg/mlで あ った の に 対 し,

CTRX,LMOXと も1.56μg/mlで あ り,GMで は

3.13μg/mlと な りCAZのMIC50は これ らの 他 の 薬 剤

の1/8～1/16の 低 濃 度で あ った 。106cells/ml接 種 に お

いてもこの傾 向は同様 で あ り,CAZのS. marcescens

に対する抗菌 力はGMよ り優 れて お り,ま たCTRX,

LMOXな どの いわゆ る 第3世 代のcephem系 薬 剤 よ り

も優れてい る と い え る。VERBISTら3)もCefotaxime

(CTX)と 比較す る とCAZのS. marcescensに 対 す る

抗菌力の方が3～4倍 優 れ てい た と報 告 して い る。

P. aeruginosaに 対 す る抗 菌 力 は,従 来 のcephem系

薬剤のそれを はるか に上 回 る こ とが 指摘 され て い るが,

今回のわれわれ の検 討に お いて も この こ とが 明 らか とな

った。すなわ ち,108cells/ml接 種 の 場 合,MIC50は

CAZが3.13μg/mlで あ った が,こ れ はGMの6.25

μg/mlを 上 回って いた 。 さ らに,他 のcephem系 薬 剤

と比較す るとその抗 菌 力の 優れ て い る こ とが よ り明 らか

であ る。106cells/ml接 種 の場 合 もMIC50はCAZで

1.56μg/ml,GMで3.13μg/mlとGMを 上 回 り,他

のcephem系 薬 剤 との比 較 で も,108cells/ml接 種 の 場

合と同様の傾 向であ った 。

VERVISTら3)の 臨 床 分離 株 で の 比 較 で は,CAZの

P. aeruginosaに 対す る抗 菌 力 はTobramycinと ほ ぼ

同様,CFSの2倍,Piperacillin(PIPC)の5倍,CTX

の10倍 であ った と してい る 。CFSと の 比 較 で は,わ れ

われの検討にお いて も2～4倍CAZの 抗 菌 力(MIC50

での比較)が 優 れ てい た。O'CALLAGHANら4)もPIPC ,

GM, Amikacinな ど との 比 較 で はCAZが 最 も優 れた

抗菌力を示 した と して い る。 ま た,WISEら5)はCAZ

のP. aeruginosaに 対 す る抗 菌 力 は,CTXの8倍,

HARPERら6)はCTXの11倍 ,GMの6倍 で あ っ た

としている。いず れ の場 合 に お い て も,CAZはamino-

glycoside系 抗生 剤 と 同程 度 な い しはそ れ を 上 回 るP.

aeruginosaに 対 す る 抗 菌 力 を 示 し て お り,従 来 の

cephem系 薬剤 に ない 強 いP. aeruginosaに 対 す る 抗菌

力を有して いる こ とが 明 らか で あ る。

一方,他 のグラム陰性桿菌であるE. coli, P. mirabi-

lis, Indole(+)Proteus, K. pneumoniae, Enterebacter

spp.に 対 してもGM,LMOX,CTRXと ほぼ岡程度,

さ らにはCPZ,CTMを 上 回る優れた抗菌力が認めら

れ,こ れらの点よりCAZは グラム陰性桿菌に対して優

れた抗菌力を有し,特 にP. aeruginosa, S. marcescens

に対 してその傾向が強いと考えられる。

しかしながら,グ ラム陽性球菌に対する抗菌力は従来

のcephem系 薬剤と比較すると弱いことが指摘されてい

る7)。

2.臨 床的検討

CAZの 臨床的評価を起因菌の種類,細 菌学的効果,

総合臨床効果などから検討してみる と,P. aeruginosa

を分離した尿路感染症6例 では1例 に投与後存続が認め

られたが,残 り5例 では3例 が消失,2例 が減少し,こ

れ らの例では有効 と判定された。 したがって,CAZの

優 れた抗菌力が臨床にも反映された と考え られ る。P.

aeruginosaに 対する細菌学的効果は,化 学療法学会総

会新薬シンポジウムでの報告7)に おいても.そ の消失率

は71.6%と 良好な結果が示されている。

他の起因菌で投与後存続した株はなく,ま た総合臨床

効果も11例 すべて有効以上 とい う結果 であ った。

Streptococcus-Dが 分離 された3例 においても,有 効以

上の結果が得られたことは注目に値すると思われる。

疾患病態群別に検討してもカテーテル留置群が100%

の有効率を示 し,こ れはわれわれが検討した薬剤におい

ては従来認められなかった有効率であった。化学療法学

会総会新薬シンポジウムの報告7)に おいても,こ の第1

群 の有効率は74,1%と きわめて良好な結果が得られて

いる。 また,第3群,第4群 での有効率は それ ぞれ

83.3%,100%と い う結果であ り,総 合有効率において

も化学療法学会総会新薬 シソポジウム7)の 結果を上回る

成績であった。

副作用は18例 で検討したが,CAZに よると思われる

ものは認められず,軽 度の肝障害を有していた2例(症

例5お よび13)に おいても,投 与後の増悪は認められな

かった。また,腎 機能へ与える影響も少な く,24時 間

クレアチニンクリアランスが35l/day前 後の中等度腎機

能障害例(症 例6)に 対 しても,投 与後の増悪はなかっ

た。したがって,副 作用の点からみても安全に投与し得

る薬剤であると考えられる。

以上基礎的検討において,CAZは 従来のcephem系

薬剤よりP. aeruginosa, S. marcescensに 対する優れ

た抗菌力を有し,さ らにaminoglycoside系 薬剤のそれ

と同程度ないしはそれを上回る抗菌力を認めることがで

きる。また,臨 床的検討においても抗菌力を反映した優
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れた治療効果が得られ,さ らに副作用が認められなかっ

たことは,臨 床的有用性が高いことを示唆するものと判

断できる。
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LABORATORY AND CLINICAL STUDIES ON CEFTAZIDIME

TAIJI TSUKAMOTO, SHIGERU SAKAI, MASAKO HASEGAWA

and YOSHIAKI KUMAMOTO

Department of Urology, Sapporo Medical College

Ceftazidime, a new antibacterial agent, was studied in vitro and clinically. The results were as

follows

1) Antibacterial activity

Ceftazidime was shown to have excellent antibacterial activity against clinically isolated E. coil,

P. mirabilis, Indole (+) Proteus, K. pneumoniae, S. marcescens and P. aeruginosa. It also had rela-

tively high activity against clinically isolated Enterobacter spp..

Its antibacterial activity against S. marcescens and P. aeruginosa was more prominent than those of

gentamicin and other cephems. This is a unique advantage of ceftazidime, because the activity of other

cephems against S. marcescens and P. aeruginosa has not been superior to that of gentamicin.

2) Clinical studies

Seventeen patients with complicated urinary tract infections were treated with ceftazidime at a

daily dose of 1.0•`4.0g by drip infusion for 5 or 10 days. One patient with postoperative wound

infection received ceftazidime at a daily dose of 3.0g for 13 days. In the former 17 cases, excellent

clinical response was achieved in 3, moderate in 13. The overall clinical efficacy rate was 94.1%.

The latter case showed good clinical response. As for side effects, no patient showed either sub-

jective or objective symptoms attributable to the administration of ceftazidime.

In hematogram or blood chemistry after the administration of ceftazidime, no abnormal values

were observed.


